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一
九
二
〇
年
代
は
い
つ
始
ま
り
、
い
つ
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
長
い
十
八
世
紀
」
や
「
短
い
二
十
世
紀
」
が

あ
る
の
だ
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
考
え
て
も
よ
い
は
ず
だ
。
近
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
研
究
は
、
休
戦
や
パ
リ
講

和
会
議
よ
り
も
後
に
、
大
戦
の
区
切
り
を
も
っ
て
く
る
傾
向
が
あ
る
。
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ゲ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
編
の
シ

リ
ー
ズT

he Greater W
ar

は
、
准
軍
事
組
織
が
活
発
で
あ
っ
た
戦
後
の
数
年
間
は
、
大
戦
の
有
機
的
な
一
部

を
な
す
と
い
う
見
方
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
さ
せ
る
な
ら
ば
、「
短
い
一
九
二
〇
年
代
」
の
起
点
は

二
〇
年
代
前
半
の
ど
こ
か
に
ず
れ
こ
む
。
終
点
を
伝
統
に
し
た
が
っ
て
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
と
す
る
な
ら
ば
、

「
常
態
」
が
戻
っ
て
き
た
期
間
は
本
当
に
短
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
で
、
国
際
協
調
と
軍
縮
と
い
う
観
点
を
と
る
な
ら
ば
、
起
点
は
伝
統
に
し
た
が
っ
て
パ
リ
講
和
会
議
と
な

る
が
、
終
点
は
一
九
三
二
年
か
ら
三
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
軍
縮
会
議
と
な
ろ
う
。
イ
リ
ー
ナ
・
ホ
ル
マ
チ
『
国
際

社
会
へ
の
帰
還
―
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
国
家
と
国
際
連
盟
と
の
闘
争
と
協
調
、
一
九
一
九
―
一
九
三
四
―
』（
モ
ス
ク
ワ
、
二
〇

一
一
年
）で
は
、
時
間
的
な
枠
組
み
は
こ
の
「
長
い
一
九
二
〇
年
代
」
と
な
る（
ホ
ル
マ
チ
の
場
合
、
三
四
年
に
ソ
連
が

国
際
連
盟
に
加
入
す
る
の
が
締
め
く
く
り
と
な
る
）。

　

ど
の
論
点
や
地
域
に
着
目
す
る
か
で
、
一
九
二
〇
年
代
の
長
さ
や
見
え
方
は
変
わ
る
。
だ
が
、
様
々
な
一
九
二

〇
年
代
像
に
共
通
の
特
徴
も
あ
る
。
国
際
社
会
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
中
心
の
喪
失
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
局

地
的
紛
争
の
頻
発
が
ま
ず
は
そ
う
だ
。
十
九
世
紀
半
ば
以
降
、
国
際
社
会
の
支
配
権
を
握
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
、
内
部
対
立
に
よ
り
大
戦
を
引
き
起
こ
し
、
戦
後
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
中
心
で
は
な
く
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

軍
事
力
だ
け
で
は
な
く
、
他
地
域
が
そ
の
価
値
観
に
従
う
こ
と
で
支
配
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
心
の

喪
失
は
、
軍
事
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
ば
か
り
か
、
政
体
の
選
択
を
含
む
価
値
観
の
争
い
を
も
引
き
起
こ
し
、
局
地
的

紛
争
が
頻
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
短
い
一
九
二
〇
年
代
」
で
常
態
へ
の
復
帰
と
見
え
た
も
の
は
、
小
さ
な
紛
争
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。「
長
い
一

九
二
〇
年
代
」
で
国
際
協
調
の
進
展
と
見
え
た
も
の
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
中
心
の
喪
失
に
対
す
る
国
際
社
会
の
反

作
用
で
あ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
不
穏
な
時
代
の
相
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
だ
が
、
小
規
模
紛
争
の
頻
発
も
、

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
的
中
心
の
不
在
も
、
世
界
史
で
は
む
し
ろ
、
そ
れ
こ
そ
が
常
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実

際
、
一
九
二
〇
年
代
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
配
権
が
か
す
み
、
中
国
の
価
値
観
は
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
局
地
紛

争
が
続
き
、
議
会
制
民
主
主
義
が
問
い
直
さ
れ
る
、
今
日
の
世
界
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
東
京
大
学
）


